
外部からの図書データの入力 
●​ CSVファイルからの入力が出来ます。 
●​ らくらく図書館で登録した図書データの併合が出来ます。 
●​ 司書ツール（書店などで扱われているソフト）のデータも取り込めます。 

重要な注意事項 
●​ すでに図書データがある場合、外部から図書データを入力（インポート）すると、図書テーブルに
損傷を与える危険がありますので、外部データの取り込みは慎重に行ってください。 

●​ 図書ソフトの導入時に、他の図書館ソフトや”エクセル”などにある書誌データをこの図書館ソフト
に取り込むことが出来ます。 

●​ 注意点として、データ項目は、ソフトのバージョンアップに伴い項目が変わることがありますの
で、あらかじめこの図書館ソフトのデータを外部に出力（エクスポート）して、それをエクセルなど

に読み込んで、データの項目を調整してください。 
 

CSVファイルでのデータ入力について 

サンプルデータをCSV出力する 
●​ 初期導入時には図書のデータがありませんので、10冊程度サンプルとして図書登録を行ってく
ださい。 

●​ 次に、図書登録・変更　⇒　補助作業　⇒　CSV出力　を実行して、Excelで開いてください。

 
●​ CSV出力した項目に揃えて、お手持ちのデータを編集していただくと、比較的安全にデータ入力
が出来ます。 

●​ 下記の項目は特に注意してください。 
 
 

おもな注意事項 
 

項目列について 必ず”らくらく図書館”に揃えてください。 

データがないところ データがないところは空白でも構いません。 

論理型のデータ 論理型のデータはTrueまたはFalseです。 

登録日と廃棄日 何れも日付型です。和暦入力は出来ません。 



コードで管理している項
目 

図書分類・保管場所・財源あ受入先は何れもコード番号で管理していま
す。​
データ入力⇒各種マスターを見てください。 

 
 

ISBNコードの注意 Excelの仕様として、大きな数値を読み込むと指数表示になります。このま
まCSV出力すると、ISBNコードが正常でなくなりますので、必ず数値に変
換してCSVファイル保存をしてください。【非常に大切】 
 

　 

そのほか注意が必要な
項目 

価格以外は文字型です。 
価格は数値型ですので千円と入れると、エラーになります。 
出版年は日付型に見えますが文字型です。 

 
 

そのほか 現在のらくらく図書館はユニコードに対応しています。 
CSV出力は次のようにCSV UTF-8で保存してください。​

 

 
 
 



CSV入力 
●​ 次のボタンで操作してください。 
●​ データの復元は出来ませんので、既存のデータがある場合は必ずバックアップコピーを行って
から、CSV入力をしてください。 

●​ 既存データに同じ図書番号があると上書きされます。​
​

 
 

 
 

図書データの併合 
●​ この処理は、らくらく図書館でデータ入力した図書を併合っせるものです。 
●​ 比較的安全ですが、必ず併合される図書データはバックアップコピーをしてからおこなってくださ
い。 

●​ 次の処理ボタンで実行します。​
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